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は　じ　め　に
　本稿では，短期海外研修において Al in Englishの授業が学生にどのような点で肯定的または
否定的に受け入れられているのかについて調査するとともに，その評価が学生の英語力によって
変わるのかどうかを明らかにする。また，研修の前後での情意的側面の変化についても明らかに
する。
　日本では，中学，高校，大学を通して Al in Englishの授業を生徒や学生が受ける機会はあま
りない。たとえば，文部科学省（２０１１）によると，高等学校の選択必修科目である「オーラル・
コミュニケーションⅠ」と「英語Ⅰ」において，ほとんど英語で授業を行っている教師は前者で
は１９．６％，後者では２．３％と極めて少ない。また，田辺（２０１１）は主に広島県の教師を対象に調
査を行った結果，担当する全科目を総合してほとんど英語で行っている教師は２．５％であったと
報告している。
　したがって，学生が Al in Englishの授業を集中して継続的に受ける機会としては，短期海外
研修が初めてであることが多い。もちろん，大学における英語の授業でネイティブ教師による Al 
in Englishの授業を受けることも考えられるが，短期海外研修のように１日何時間も集中的かつ
継続的に Al in Englishの授業を受けるという経験は極めて特殊な経験であり，その経験が学生
の情意的側面に与える影響について調査することは意義があると考える。
　短期海外研修の第二言語習得への効果については，欧米の多くの研究を収録した Colentine and 
Freed（２００４）の編著において，語彙や文法の発達においては海外研修が自国での学習よりも効
果があるとは言えないが，コミュニケーションに関連した要素については効果が高いと報告して
いる。日本の研究では，木村（２００６）や千葉（２００８）を初めとしてリスニング力の伸長が数多く
報告されており，木村（２００７）では英語学習ストラテジーの使用度が有意に高くなったことを，
千葉（２００８）はコミュニケーション積極性と英語学習意欲の得点が有意に上昇したことを報告し
ている。また，Yashima（２００２）は英語で自発的にコミュニケーションを図る意思（wilingness 
to communicate in L２：これ以後 WTC）は，英語使用不安が低いほど高くなるという調査結果を
報告している。これらの研究のほとんどはホームステイ体験と教育機関での授業という形態の短
期海外研修を扱ったものであり，本調査も同様であるが，本調査では現地の大学での Al in 
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Englishの授業に焦点を当てて調査した点に特徴がある。
Ⅰ．　研 究 の 目 的
　本研究は，短期海外研修での Al in Englishの授業が学生の情意的側面に与える影響について
調査することを目的とし，次の３つのリサーチ・クエスチョンを設定した。
①　短期海外研修での Al in Englishの授業に対しての学生の肯定的評価と否定的評価にはど
のようなものがあるか。
②　短期海外研修での Al in Englishの授業に対しての学生の肯定的または否定的評価が，学
生の英語力で変わるのかどうか。
③　短期海外研修での Al in Englishの授業を受ける前後で学生の情意的側面にどのような変
化があったか。
Ⅱ．　研　究　方　法
１．　対象者と短期海外研修の概要
　対象者は，安田女子大学現代ビジネス学科２年生４０名である。海外研修の参加は任意であり，
８０％の学生が海外経験は初めてであるが，９０％の学生が大学でネイティブ教師による Al in 
Englishの授業を受けた経験がある。また，英語力は英検３級～２級程度である。
　本研究における短期海外研修とは，現代ビジネス学科主催の２００９年度海外語学ビジネス研修を
指し，２０１０年２～３月にオーストラリアにホームステイしながら６週間に渡って南クイーンズラ
ンド大学（University of Southern Queensland）で授業を受けるというものである。授業は
Business English，Writing English，Public Speakingの３科目をそれぞれ１名の教師が担当し，
１３～１４名の少人数クラスで１日５時間，週５日行われた。ただし，毎週半日程度のフィールド・
トリップがあり，そのための事前授業が半日程度行われた。３人の教師に対する学生の評価は，
３人とも５件法で４．８～４．９と極めて高かった。
２．　調 査 方 法
　情意的側面の調査としては，海外研修の事前・事後に質問紙調査（４件法）を実施した。
　英語力の調査としては，海外研修の事前・事後に TOEICの Practice Test（事前・事後で異な
るもの）を実施した。
３．　分 析 方 法
　リサーチ・クエスチョンの①，③については４件法による度数分布と平均値をもとに分析した。
②については TOEICの素点と質問紙調査の肯定的評価，および否定的評価のそれぞれの得点平
均との単純相関を出した。また，③については，Al in Englishの授業を受ける前の値の平均と，
受けた後の値の平均とを t検定で分析した。
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Ⅲ．　結　　　　　果
１．　短期海外研修での Al in Englishの授業に対しての学生の肯定的評価と否定的評価
１．１　肯定的評価
　教師に対する学生の評価が極めて高かったことを反映して，ほぼ全員が総合的に Al in English
の授業に非常に満足しており，全般的に高い数値結果を得た（表１）。
　Al in Englishの授業について具体的にどのような能力が向上したかについては，項目３（総合
的），３－１（リスニング力），３－２（スピーキング力），３－７（コミュニケーション・ストラテ
ジー）については８０％以上の学生が肯定的評価をしている。一方で，その他の３－３（リーディン
グ力），３－４（ライティング力），３－５（語彙力），３－６（文法力）など文字系技能や文法につ
いての項目は，３０％以上が否定的評価をしている。特に文法力の伸びについては約半数の学生が
否定的評価をしている。海外研修における授業では日本とは異なり音声面に焦点が当たることや，
日常生活においても音声面に携わる機会が多いのでこの結果は納得がいくものであり，Colentine 
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表１　Al in Englishの授業に対する肯定的評価
平均４３２１ア　ン　ケ　ー　ト　項　目
４．０３９１００総合的に Al in Englishの授業はよかったと思う。１
３．６２７１０３０Al in Englishの授業は最初はつらかったが，ある時期以降はよいと思えるようになった。２
３．３１６２０４０英語力が総合的に伸びたと思う。３
３．４１８２０２０リスニング力が伸びたと思う。３－１
３．０６２７７０スピーキング力が伸びたと思う。３－２
２．８６１８１６０リーディング力が伸びたと思う。３－３
２．９９１８１２１ライティング力が伸びたと思う。３－４
２．９６２３１１０語彙力が伸びたと思う。３－５
２．６４１７１９０文法力が伸びたと思う。３－６
３．６２４１４２０聞き返したり頼んだりしてコミュニケーションを継続しようとする力が伸びたと思う。３－７
３．６２５１５００英語の授業は Al in Englishが自分の英語力の伸びには一番効果的だと思う。４
３．９３４６００前よりも英語が好きになった。５
２．８１２８１１０英語に対する自信がついた。６
３．８３０１０００英語が完全にはわからなくても何とかやっていけると思えるようになった。７
３．８３０１０００英語をもっと使いたいという思いが強くなった。８
３．５２１１６３１帰国後も Al in Englishの授業を受けたい。９
３．８３０１０００帰国後に英語を勉強する意欲が増した。１０
３．６２７１１２０帰国後も英語を話したり聞いたりする活動に積極的に参加したい。１１
１：全くあてはまらない　２：あまりあてはまらない　３：ややあてはまる　４：とてもあてはまる
and Freed（２００４）の報告を追認した結果となった。
　また，項目７，８，１０は同じ高い数値となっているが，Yashima（２００２）の報告と同様に，英語
使用不安が低い（項目７）ほど WTC（項目８）が高くなるという結果となり，同時に学習意欲
（項目１０）も向上させる効果があることがわかる。
１．２　否定的評価
　肯定的評価が高かったことを反映して，全般的に否定的評価は低かったが（表２），項目の３
と７については７０％以上の学生があてはまると回答している。３の「言いたいことが英語でいえ
ないのがつらかった」はスピーキング力に原因があるが，日本での講義式の授業とは異なり，海
外研修では学生の発言が求められる授業形態のためつらく感じたものと思われる。また，７の「集
中力が持続せず疲れてしまう」は Al in Englishの授業に慣れていないことと学生の総合的な英
語力がそれ程高くないことが原因だと考えられる。
２．　短期海外研修での Al in Englishの授業に対する学生の評価と英語力の関係
　TOEIC Practice Testの素点と質問紙調査の肯定的評価，および否定的評価のそれぞれの得点平
均との単純相関を出した結果，有意差は認められなかった。これは，教師に対する学生の評価が
５件法で４．８～４．９と極めて高かったことを考慮すると，学生の英語力の高低よりも教師の授業力
の方が Al in Englishの授業の評価に大きく影響するということを示唆していると考えられる。
３．　短期海外研修での Al in Englishの授業を受ける前後における学生の情意面の変化
　表３と図１に見られるように，短期海外研修の前後で学生の情意的側面において大きな変化が
認められた。表４は，短期海外研修での Al in Englishの授業を受ける前の値の平均と受けた後
の値の平均とを t検定で分析した結果を表しており，１～８の項目について有意差が認められた。
日本での授業を想定して回答を求めた項目９，１０，１１については有意差は認められなかった。
　有意差の値の大きさを示す t値から解釈すると，特に項目４，５，７が研修前後の値の変化が
大きいことが明らかになった。英語だけの音声的環境の中における抵抗感について，研修前後で
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表２　Al in Englishの授業に対する否定的評価
平均４３２１ア　ン　ケ　ー　ト　項　目
３．１１１２４４１総合的に Al in Englishの授業はつらかった。１
２．７８１６１３３リスニングしてもわからないまま授業が進んでいくのがつらかった。２
２．１５６１６１３発言や指名されたときに言いたいことが英語で言えないのがつらかった。３
２．７７１７１４２他の友達は授業についていっているようなのに，自分はついていっていないようでつらかった。４
３．１１３２０５２英語力があれば Al in Englishの授業もいいと思うが，今はそう思わない。５
２．８１２１３１１４英語力があっても，日本語交じりの授業の方がいいと思う。６
２．１３５２５７Al in Englishの授業は集中力の持続が必要だが，持続が難しいので，疲れてしまう。７
２．６４１９１５２Al in Englishの授業は，「内容的に重要，重要でない」の区別が難しいので学習内容の記憶に負担がある。８
１：とてもあてはまる　２：ややあてはまる　３：あまりあてはまらない　４：全くあてはまらない
非常に大きな変化が起こったことがよくわかる。海外研修の成果として一般的にリスニング力の
伸長が認められているが，情意的側面での抵抗感がなくなることが大きく寄与していることが示
唆される。
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表３　Al in Englishの授業を受ける前後の情意的側面の変化
平均４３２１前後ア　ン　ケ　ー　ト　項　目
２．５３１８１４５前
英語が好きである。１
３．５２１１８１０後
１．６１３１４２２前
英語が得意である。２
２．２１９２６４後
１．９３５１６１６前
外国人と英語で話すことに抵抗がない。３
３．０１１１９１００後
１．８３４１５２０前
英語だけの映画やテレビ番組を見聞きしても抵抗がない。４
３．３１５２２３０後
１．４１３８２８前
英語だけのニュースやアナウンスを聞いても抵抗がない。５
３．０１０２０８２後
１．４０２１０２８前
英語だけの本や記事を読んでも抵抗がない。６
２．５２１９１５４後
１．６２３１１２４前
英語で何とかやっていけると思う。７
３．１１２２１５２後
２．９１０１８１０２前英語力をつけるためには，海外でネイティブの先生によるAl in English
の授業を受けることが一番よいと思う。８ ３．６２７９４０後
２．７６２０１１３前英語力をつけるためには，日本でネイティブの先生によるAl in English
の授業を受けることでも十分可能である。９ ３．０１２１８９１後
２．５６１４１４６前英語力をつけるためには，日本で日本人の先生による Al in Englishの
授業を受けることでも十分可能である。１０ ２．４７８２０５後
２．５７１１１５７前英語力をつけるためには，日本で日本人の先生による日本語交じりの
授業を受けることでも十分可能である。１１ ２．４８６１８８後
１：全くあてはまらない　２：あまりあてはまらない　３：ややあてはまる　４：とてもあてはまる
１　英語が好きである ２　英語が得意である
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図１　Al in Englishの授業を受ける前後の情意的側面の変化
１０　日本で日本人の先生による
Al in Englishの授業でも可能
１１　日本で日本人の先生による 
日本語交じりの授業でも可能
９　日本でネイティブの先生による
Al in Englishの授業でも可能
７　英語で何とかやっていけると思う ８　海外でネイティブの先生によるAl in English
の授業を受けることが一番よいと思う
５　英語だけのニュースやアナウンスを聞いて
も抵抗がない
６　英語だけの本や記事を読んでも抵抗がない
４　英語だけの映画やテレビ番組を見聞きして
も抵抗がない
３　外国人と英語で話すことに抵抗がない
ま　　と　　め
　本研究は対象者が４０名で，対象者の英語力も英検３級～２級レベルと限定されているため一般
化することはできないが，短期海外研修はどの高等教育機関でも実施されているほど一般化し，
学生が Al in Englishの授業を受ける最初の機会となる可能性が極めて高いという日本の英語教
育の現状を鑑み，次の２点をまとめとして示唆する。
　まず，短期海外研修での Al in Englishの授業が学生の情意的側面に与える影響としては，リ
スニング力などの音声的技能，コミュニケーション・ストラテジー，WTC，学習意欲の向上と英
語使用不安の低下が学生によって認識されることが確認され，英語がより好きになり，日本では
あまり行われていない Al in Englishの授業に対しても肯定的な評価につながっていくことがわ
かった。そして，その肯定的評価は学生の英語力とは関係なく，むしろ担当教師についての評価
が高かったことが大きく関係していることが示唆された。したがって，短期海外研修で大きな成
果を得るためには，授業担当教師の人選が非常に重要であると言える。
　２点目として， Elis（１９９４）が正式な授業は外国語熟達の手助けとして大変有効であるが，特
にそれが外国語に自然に触れられる機会と結び付けられたときには有効であると述べているよう
に，海外研修における学校での授業は日常生活との結び付きが可能であり，特に授業でフィール
ド・トリップについての説明を聞いてから実際に出かけたり，ホームステイ先で英語を使う宿題
を授業で出したりなどの実践に即した授業形態が Al in Englishの授業の評価をより高めたと考
えられる。その意味では，海外研修での英語学習は学生が最も効果を感じる可能性が高い学習形
態であり，教師の人選とともに授業内容も海外研修ならではの工夫を凝らすことが重要である。
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表４　Al in Englishの授業を受ける前後の情意的側面の変化の検定結果
t値と 
有意差
海外研修後海外研修前アンケート 
項目 標準偏差平　　均標準偏差平　　均
６．４２ **０．５６３．５０．８２２．４８１
３．８２ **０．６４２．１８０．７５１．５８２
６．１５ **０．７３３．０３０．９１１．８８３
８．０２ **０．７１３．２５０．９３１．７５４
８．５４ **０．８２２．９５０．７５１．４３５
７．４３ **０．７５２．４８０．５８１．３５６
８．０６ **０．８０３．０８０．８４１．５８７
３．７６ **０．６８３．５５０．８４２．９８
１．６４ n.s.０．８０３．０３０．８２２．７３９
０．３５ n.s.０．９３２．４３０．９３２．５１０
０．４３ n.s.１．０３２．３５０．９９２．４５１１
**p ＜．０１
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